
従

地

涌

出

の

非
同

ー
ー
ガ
ン
ダ

l
ラ
に
於
け
る
東
西
文
化
の
融
合
｜
｜

高

橋

発

昭

私
は
ガ
ン
ダ
i
ラ
の
仏
塔
を
尋
ね
歩
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
知
っ
た
こ
と
は
、
ガ

γ
ダ
l
ラ
か
ら
ス
ワ
ッ
ト
、
そ
し
て
ア
フ
ガ

《

1》

ニ
ス
タ
ン
に
、
法
華
経
の
「
高
さ
五
百
由
旬
、
縦
広
二
百
五
十
由
旬
」
の
背
の
高
い
塔
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
後
述
分
布
図

参
照
〉更

に
叉
、
法
華
経
の
後
半
に
説
か
れ
て
い
る
チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂
の
如
き
も
の
が
、
や
は
り
ガ

γ
ダ
l
ラ
か
ら
西
に
多
数
残
っ
て
い
る
。
チ
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ャ
イ
ト
ヤ
は
ス
ト
h
y

－－ハ

（
後
に
仏
像
〉
を
中
に
収
め
た
洞
堂
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
イ
γ
ド
の
西
に
か
た
よ
っ
て
分
布
し
て
い
る

の
は
一
体
ど
う
し
た
わ
け
か
と
常
々
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
こ
の
小
論
は
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
の
考
究
、
否
そ
れ
へ
の
試
論
と
も
言

え
よ
う
。

。

仏
の
寿
命
の
久
遠
長
久
と
法
の
常
住
を
示
す
た
め
、
宝
塔
が
大
地
か
ら
涌
現
す
る
荘
大
な
ド
ラ
マ
が
法
華
経
の
中
に
展
開
す
る
。
然
し

五
分
律
、

律
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
、
そ
し
て
叉
鼻
那
耶
に
も
部
分
的
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
文
章
は
多
少
異
っ
て

て
、
塔
が
「
大
地
か
ら
涌
現
」
す
る
同
じ
よ
う
な
表
現
は
、
他
に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
、

四
分
律
、

摩
詞
僧
紙

は
い
る
が
、
大
よ
そ
の
筋
は
似
て
い
て
、
こ
う
し
た
話
が
共
通
に
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
〉



従
地
涌
出
〈
高
橋
〉

そ
の
話
の
筋
道
を
略
述
す
る
と
、

A
、
摩
詞
僧
紙
一
律
巻
三
十
二
一
一
「
釈
尊
が
拘
薩
羅
固
に
遊
行
し
て
い
る
と
、
バ
ラ
モ
ン
が
畑
を
耕
し
て
い
た
。
世
尊
を
見
て
農
具
を
地

に
突
き
立
て
て
礼
拝
し
た
。
世
尊
は
こ
れ
を
見
て
、
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
ま
れ
た
。
比
丘
達
は
何
の
因
縁
で
ほ
ほ
え
ま
れ
た
の
か
と
不
審
に

思
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
て
世
尊
は
比
丘
に
告
げ
ら
れ
た
。

「
彼
は
二
世
尊
を
拝
し
た
か
ら
だ
」
と
。
更
に
「
二
世
尊
と
は
」
と
い
う
疑
問

に
位
回
え
、

「
バ
ラ
モ

γ
の
つ
き
立
て
た
杖
の
下
に
は
迦
薬
仏
の
塔
が
あ
る
。
こ
の
パ
ラ
モ

γ
か
ら
土
塊
を
も
ら
っ
て
供
え
よ
」
と
い
わ
れ

た
。
皆
が
世
噂
の
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
世
尊
は
「
高
さ
一
由
旬
、
面
広
半
由
延
」
の
迦
禁
仏
の
七
宝
の
塔
を
そ
の
大
地
か
ら
現
出

さ
せ
た
と
あ
る
。
即
ち
、

仏
住
拘
薩
羅
園
遊
行
。
時
有
婆
羅
門
耕
地
。
見
世
尊
行
過
。
持
牛
杖
住
地
礼
仏
。
世
尊
見
己
使
発
微
笑
。
諸
比
丘
白
仏
。
何
因
縁
笑
。

唯
願
欲
問
。
仏
告
諸
比
丘
。
是
婆
羅
門
今
礼
二
世
尊
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
何
等
二
仏
。
仏
告
比
丘
礼
我
当
共
杖
下
有
迦
葉
仏
塔
。
諸
比

丘
白
仏
。
願
見
迦
薬
仏
塔
。
仏
告
比
丘
。
汝
従
此
婆
羅
門
。
索
土
塊
井
是
地
。
諸
比
丘
即
便
索
之
。
時
婆
羅
門
便
与
之
。
得
己
爾
時
世

( 22 ) 

尊
即
現
出
迦
葉
仏
七
宝
塔
。
高
一
由
旬
。
面
広
半
由
延
。
婆
羅
門
見
己
即
便
白
仏
言
。
世
尊
。
我
姓
迦
葉
。
是
我
迦
葉
塔
。
爾
時
世
尊

即
於
彼
処
作
迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
。
我
得
授
泥
不
。
仏
言
得
授
。
即
時
説
侮
言

真
金
百
千
抱

持
用
行
布
施

不
如
一
団
泥

敬
心
治
仏
塔

爾
時
世
尊
自
起
迦
薬
仏
塔
。
下
基
四
方
周
匠
欄
楯
一
円
起
二
重
方
牙
四
出
一
。
上
施
柴
蓋
長
表
輸
相
。
仏
言
。
作
塔
法
応
如
是
。
塔
成
巴
世

尊
敬
過
去
仏
故
。
使
自
作
礼
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
我
等
得
作
礼
不
。
仏
言
得
即
説
侮
言

不
如
一
善
心

繭
時
世
人
間
世
尊
作
帯
。
持
香
華
来
奉
世
尊
。
世
尊
恭
敬
過
去
仏
故
。
即
受
華
香
持
供
養
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
我
等
得
供
養
不
。

人
等
百
千
金

持
用
行
布
施

恭
敬
礼
仏
搭



仏
言
得
。
即
説
侮
言

百
千
車
真
金

持
用
行
布
施

不
如
一
善
心

華
香
供
養
塔

百
千
閤
浮
提

繭
時
大
衆
雲
集
。
仏
告
舎
利
弗
。
汝
為
諸
人
説
法
。
仏
即
説
侮
言

不
知
一
法
施

随
順
令
修
行

満
中
真
金
施

百
千
世
界
中

繭
時
坐
中
有
得
道
者
。
仏
即
説
侮
言

満
中
真
金
施

不
如
一
法
施

随
順
見
真
諦筆

者
〉

又
、
な
ぜ
泥
の
か
た
ま
り
か
と
言
え
ば
、
経
文
の
傍
線
の
如
く
、
百
千
の
黄
金
よ
り
、

（
傍
線

一
に
ぎ
り
の
泥
を
供
え
る
方
が
よ
ほ
ど
功
徳
が

あ
り
、
又
一
善
心
、
即
ち
ま
ご
こ
ろ
で
仏
塔
を
拝
み
、
華
や
香
を
供
養
し
、
法
を
一
諦
観
す
る
方
が
い
い
と
い
う
。
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こ
の
一
に
ぎ
り
の
泥
の
供
養
に
関
し
て
は
、

B
、
四
分
律
第
五
十
二
に

設
以
コ
百
千
嬰
瑞
－

設
以
＝
金
百
千
摺
－

設
以
＝
金
百
千
指
－

設
以
－
－
金
百
千
抱
－

設
以
＝
金
百
千
壁
－

設
以
－
－
金
百
千
巌
－

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

皆
是
閥
浮
檀
金

皆
是
閣
浮
檀
金

皆
是
閤
浮
檀
金

皆
是
閤
浮
檀
金

皆
是
閤
浮
檀
金

皆
是
閥
浮
檀
金

不
ν如
τ
以
二
樽
泥
－

不
レ
如
下
以
二
樽
泥
－

不
レ
如
下
以
三
樽
泥
－

不
レ
如
下
以
二
樽
泥
－

不
レ
如
下
以
三
樽
泥
－

不
ν如
下
以
三
縛
泥
－

為
レ
仏
起
ν塔
勝
よ

為
ν仏
起
レ
塔
勝
主

為
レ
仏
起
レ
塔
勝
h

為
レ
仏
起
レ
塔
勝
よ

為
レ
仏
起
ν塔
勝
主

為
レ
仏
起
レ
塔
勝
よ



従
地
涌
出
ハ
高
橋
）

設
以
＝
金
百
千
山
一

皆
是
閲
浮
檀
金

不
ν如
下
以
三
持
泥
－

為
ν仏
起
レ
塔
勝
占

ハ
傍
線

筆
者
〉

c、
弥
沙
塞
和
随
五
分
律
巻
二
十
占
勺
》

彼
迦
葉
仏
般
泥
垣
後
。
其
王
為
仏
起
金
銀
塔
。
縦
広
半
由
旬
高
一
由
旬
累
金
銀
撃
一
一
相
問
。
今
猶
在
地
中
。
仏
即
出
塔
示
諸
四

衆
。
迦
葉
仏
全
身
舎
利
倣
然
如
本
仏
因
此
事
取
一
縛
泥
。
而
説
侮
言

D 

説

切
有
昆
奈
耶
薬百
事千
巻 金
十宝
二τ利

難
得
閤
浮
檀

不
如
一
団
泥

為
仏
起
塔
廟

ハ
傍
線

筆
者
）

不
如
有
人
一
浄
心

是
時
復
有
一
郎
波
索
迦
。
持
泥
置
於
舎
利
隠
処
。
世
尊
為
彼
。
亦
説
伽
他
国

仮
令
百
千
贈
部
金

積
環
奉
持
施
一
切

麹
勤
右
遺
於
仏
塔
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仮
令
百
千
贈
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
持
泥
置
飾
於
仏
塔

是
時
有
百
千
人
衆
。
閲
此
施
泥
福
利
。
威
持
泥
置
。
或
有
将
諸
徴
妙
花
番
。
而
散
其
中
。
仏
亦
為
説
煩
日

不
如
有
人
一
浄
心

時
有
諸
人
。
持
諸
花
霊
灯
明
。
憧
幡
傘
蓋
。
供
養
是
処
。
以
清
浄
心
。
而
来
奉
施
。
仏
知
心
己
。
各
為
説
煩
。
世
尊
叉
説
伽
他
国

正
覚
覚
猶
如
大
海
劫
無
上
導
首
最
為
勝

仮
令
百
千
贈
部
金

恒
以
奉
持
施
一
切

香
花
供
養
於
仏
塔

我
今
所
説
施
福
田

如
来
功
徳
無
辺
量

（
傍
線

筆
者
〉

と
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
考
え
方
が
よ
み
と
れ
る
。
即
ち
、
仏
塔
が
大
地
か
ら
涌
現
す
る
時
に
は
、
人
々
は
百
千
の
黄
金
よ
り
、
ま
ご
こ

ろ
を
も
っ
て
供
養
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
功
徳
が
あ
る
。
ま
し
て
や
花
や
薫
香
を
も
っ
て
供
養
す
れ
ば
：
：
：
と
。



恰
も
法
華
経
の
受
持
説
読
解
説
書
写
の
「
信
」
を
供
養
す
る
と
い
う
立
場
に
通
ず
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
が
諸
品
に
共
通
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
仏
教
信
仰
が
、
荘
大
な
仏
塔
を
供
養
す
る
有
産
階
級
か

ら
、
仏
塔
を
奉
献
し
た
く
て
も
出
来
な
い
庶
民
に
普
及
浸
透
し
て
い
っ
た
姿
、
即
ち
仏
教
が
庶
民
化
内
面
化
の
様
相
を
呈
し
て
来
た
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
商
で
巨
利
を
博
し
た
国
王
や
商
人
達
が
、
現
在
ガ

γ
ダ
l
ラ
の
山
々
に
残

っ
て
い
る
よ
う
な
巨
大
な
僧
院
や
塔
を
寄
附
し
て
い
た
。
彼
等
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
誇
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
富
の
消
費
の
道
で
あ
っ
た
。
且
つ
又
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ク
シ
ヤ

γ
の
社
会
が
活
性
化
し
た
要
因
で
も
あ
っ
た
。
然
し
一
般
の
庶
民
に

と
っ
て
は
、
た
と
え
小
さ
な
奉
献
塔
一
つ
の
建
立
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
。
故
に
、

円

6
V

る
：
：
：
」
と
い
う
法
華
経
方
便
品
の
表
現
の
如
く
「
物
か
ら
心
」
「
信
施
」
を
最
大
と
す
る
社
会
的
要
請
も
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
、
こ
の
時
代
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
摩
詞
僧
紙
律
巻
三
十
二
の
前
掲
経
文
に
続
い
て
、 「

童
子
の
戯
れ
に
砂
を
褒
め
て
仏
塔
を
造

爾
時
婆
羅
門
得
不
壊
信
。
即
於
塔
前
飯
仏
及
僧
。
時
波
斯
匿
王
閲
世
尊
造
迦
葉
仏
塔
。
即
勅
載
七
百
車
簿
来
詣
仏
所
。
頭
面
礼
足
白
仏
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言
。
世
尊
。
我
欲
広
作
此
塔
為
得
不
。
仏
言
得
。
仏
告
大
王
。
過
去
世
時
。
迦
葉
仏
般
泥
垣
時
。
有
玉
名
古
利
。
欲
作
七
宝
塔
。
時
有

臣
白
王
言
。
未
来
世
当
有
非
法
人
出
。
当
破
此
塔
得
重
罪
。
唯
願
王
当
以
噂
作
金
銀
覆
上
。
若
取
金
銀
者
塔
故
在
得
全
。
王
即
如
臣
言

以
簿
作
。
金
簿
覆
上
。
高
一
由
延
。
面
広
半
由
延
。
銅
作
欄
楯
。
経
七
年
七
月
七
日
乃
成
。
作
成
己
香
華
供
養
及
比
丘
僧
。
波
斯
匿
王

白
仏
言
。
彼
王
福
徳
多
有
珍
宝
。
我
今
当
作
不
及
彼
王
。
即
使
作
経
七
月
七
日
乃
成
。
成
己
供
養
仏
比
丘
僧
。
作
塔
法
者
。
下
基
四
方

是周
名匝
塔欄
法楯

0 0 

塔 阿

喜隆
0 1:;;: 

起｜芳
僧｜牙l

伽｜四l

墜出
lttF 0 

4主
預繋
度蓋
好長
地表
作 輸
警相
'VJL 0 

－可 否吾

塔吾
不世
得尊
在己

票警
得荻
在際
~書、
応援
在用
東是
応塔
在京王
北 0

~ = 得比
僧尼
控罪
""' 0 

仏
柚業
常報

重仏
故地。

不
得
侵
僧
地
。
若
塔
近
死
戸
林
。
若
狗
食
残
持
来
汚
地
。
応
作
垣
摘
。
応
在
西
若
南
作
僧
坊
。
不
得
使
僧
地
水
流
入
仏
地
。
仏
地
水
得

従
地
涌
出
ハ
高
橋
）



従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

流
入
僧
地
。
塔
応
在
高
顕
処
作
。
不
得
在
塔
院
中
涜
染
蝿
衣
著
革
展
覆
頭
覆
肩
沸
唾
地
。
若
作
是
言
。
世
尊
貧
欲
膜
悉
愚
療
己
除
用
是

塔
為
。
得
越
比
尼
罪
。
業
報
重
。
是
名
塔
事
。
塔
禽
者
。
爾
時
波
斯
匿
王
往
詣
仏
所
。
頭
面
礼
足
白
仏
言
。
世
尊
我
等
為
迦
葉
仏
作

塔
。
得
作
禽
不
。
仏
言
得
。
過
去
世
時
。
迦
薬
仏
般
泥
直
後
。
吉
利
王
為
仏
起
塔
。
四
面
作
禽
。
上
作
師
子
象
種
種
彩
画
。
」

で
あ
る
。

（
傍
線
及
び
「

」
筆
者
〉

こ
の
中
で
枠
で
か
こ
っ
た
中
に
、

「
円
起
二
重
方

牙
四
出
」
と
あ
る
の
は
、
ガ

γ
ダ
l
ラ
の
中
心
ベ
シ

ャ
ワ
ル
ハ
カ
－
一
シ
カ
の
春
・
秋
の
都
）
郊
外
シ
ヤ
ジ
キ

デ
リ

l
の
カ
ユ
シ
カ
大
塔
（
一
辺
八
七
米
〉

9
・
回
・

( 26 ) 

印
句

0040H．
・
同
M

向。”は
Oロ
仰

け

mvmwFl出
’

w
T
U
F
O
Z・

〉
R
E
g
E色
。
色

E
2
3
0同

宮
内
同
日

p
〉
ロ
ロ
巳

同

0
3
2・
s
g
l
H
O）

に
似
て
い
る
。

こ
れ
を
模

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
現
存
の
プ
ダ
ガ
ヤ
の
大
塔
が

四
隅
に
小
塔
を
持
つ
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

四
隅
に
小
塔
を
も
つ
の
は
三
・
四
世
紀
の
舎
利
容
器

に
も
多
く
あ
り
、
現
在
で
も
出
土
し
て
い
る
。

カ
ユ
シ
カ
大
塔
は
玄
撲
の
大
唐
西
域
記
に
カ
ユ
シ



カ
王
が
白
兎
を
追
っ
て
い
る
と
、
羊
飼
い
の
子
供
が
ス
ト
ク
l
パ
を
作
っ

て
い
る
。
大
王
が
行
く
と
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
大
王
は
こ
の

上
に
塔
を
建
て
る
と
、
そ
れ
が
完
成
し
た
か
と
思
う
と
小
塔
が
頭
を
出
し

た
。
こ
れ
を
覆
お
う
と
す
る
と
、
叉
頭
を
出
す
、

か
く
て
百
五
十
尺
の
高

さ
の
塔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
、
叉
二
段
目
の
石
基
の
中
ほ
ど
に
又

小
頭
が
首
を
出
し
た
と
あ
ヤ
ゼ
つ
て
こ
の
律
の
作
者
は
西
紀
二
世
紀
の

カ
ニ
シ
カ
大
塔
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
こ
の
「
円
起
二
重
方
牙
四
出
」
の
後
の
文
章
、
筆
者
が
「

j
l」

を
つ
け
た
所
が
興
味
を
ひ
く
。
即
ち
「
僧
院
よ
り
塔
の
方
が
高
く
」
な
っ

た
時
代
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
、
も
と
も
と
は
僧
は
舎
利
供
養
に
か
か
ず
ら
な
か
っ
た
。
大
般
浬

柴
経
の
釈
尊
の
遺
言
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
僧
院
に
塔
は
な
か
っ

た
。
然
し
な
が
ら
、
プ
般
大
衆
の
塔
へ
の
崇
敬
が
隆
盛
に
な
っ
て
来
る
と

い
つ
し
か
僧
院
に
も
仏
塔
が
造
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
然
し
下
図
の
如
く

僧
院
の
一
段
下
に
、
然
も
町
か
ら
参
詣
す
る
一
般
の
信
者
が
僧
院
生
活
を

妨
げ
な
い
よ
う
、
僧
院
の
手
前
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
代
表

《

8
v

的
な
例
が
タ
キ
シ
ラ
の
カ
ラ
ワ
ン
や
ギ
リ
で
あ
る
。

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

高

カラヮ γ

( 27 ) 



従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

ジャマールガリ

タフト・イーパーヒー僧院観現図〈原図カラチ博〉

( 28 ) 



大
の
寺
、

や
が
て
こ
の
位
置
が
逆
転
す
る
に
至
る
。
前
頁
の
ジ
ャ
マ

l
ル
ガ
り
の
よ
う
に
塔
が
山
頂
に
建
て
ら
れ
る
に
至
る
し
、
ガ

γ
ダ

l
ラ
最

《

gv

タ
フ
ト
・
イ
・
バ
l
イ
の
よ
う
に
旧
塔
院
は
僧
院
と
同
じ
高
さ
に
あ
っ
た
〈
現
在
の
奉
献
塔
の
広
場
）
が
、
や
が
て
こ
れ
よ
り

一
段
高
い
所
に
大
塔
が
建
て
ら
れ
、
ま
わ
り
は
大
き
な
チ
ャ
イ
ト
ヤ
で
か
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
二
十
五
頁
最
後
の
傍
線
の

塔
の
水
が
僧
院
に
流
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

円

mwv

《

u
v

ジ
ャ
マ
l
ル
ガ
リ
か
ら
は
法
蔵
部
、
タ
フ
ト
・
イ
・
パ
l
イ
か
ら
は
飲
光
部
の
碑
銘
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
小
乗
仏
教
は
こ
の
時
代

に
「
仏
塔
教
団
」
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
現
在
も
ガ

γ
ダ

l
ラ
の
山
々
を
覆
う
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
仏

教
遺
跡
は
小
乗
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
か
ら
、
如
何
に
当
時
の
小
乗
仏
教
が
、
大
き
な
経
済
力
を
も
っ
た
国
王
商

人
達
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
い
た
か
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ
は
静
谷
目
録
一
七
四
五
の
カ
ラ
ワ
ン
出
土
鋼
板
銘
文
ハ
長
者
〉
静
谷
目
録
一

七
六
二
の
マ
ト
ウ
ラ
出
土
獅
子
柱
頭
銘
文
〈
王
族
〉
等
多
数
の
銘
文
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

( 29 ) 

そ
れ
な
る
が
故
に
、
こ
れ
に
反
漉
し
た
庶
民
は
、
泥
団
子
一
つ
で
も
、
即
ち
「
ま
ご
こ
ろ
」
、

「
信
」
を
捧
げ
る
と
い
う
信
仰
を
、
そ

の
対
極
と
し
て
発
展
さ
せ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
出
来
る
。

こ
の
一
つ
が
大
乗
仏
教
と
し
て
別
派
を
作
っ
て
行
っ
た

が
、
小
乗
の
中
に
も
こ
う
し
た
庶
民
信
仰
へ
の
共
感
が
起
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
新
興
の
大
乗
が
小
乗
の
中
に
影
響
を
与
え
た
か
ど
う
か

は
浅
学
の
私
に
は
分
ら
な
い
。
然
し
、
こ
う
し
た
話
が
各
部
派
の
伝
持
し
て
い
た
律
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
小
乗
自
体
が
自
己
反

省
し
て
来
た
、
否
自
己
反
省
を
せ
ざ
る
を
得
ぬ
当
時
の
時
代
相
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
る
。

律
は
何
か
事
が
起
る
と
、
そ
の
都
度
長
老
達
が
集
ま
っ
て
規
律
が
「
釈
尊
の
名
の
も
と
に
」
つ
け
加
え
ら
れ
、
そ
の
因
縁
・
理
論
付
け

を
し
た
も
の
な
る
が
故
に
カ
ユ
シ
カ
大
塔
の
出
来
た
頃
に
、
法
華
経
等
と
共
に
、
小
乗
自
体
の
中
に
共
通
な
庶
民
信
仰
が
流
布
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
興
味
あ
る
資
料
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
小
乗
仏
教
の
中
に
、
最
早
、
大
乗
的
な
考
え
方
が
現
わ
れ
て
い

従
地
漏
出
ハ
高
橋
〉



従
地
涌
出
ハ
高
橋
）

《

uv

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
代
が
カ
ュ
シ
カ
か
ら
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
時
代
、
即
ち
二
、
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
で
あ
ろ
う
。

。

十
キ
ロ
程
に
あ
る
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
と
、

タ
キ
シ
ラ
最
大
の
塔
ダ
ル
マ
ラ
l
ジ
カ
の
大
塔
は
、

サ
γ
チ
l
等
の
イ
ン
ド
の
仏
塔
と
ガ

γ
ダ
l
ラ
の
そ
れ
と
は
、
私
に
は
本
質
的
に
遣
う
よ
う
に
思
え
る
。
た
し
か
に
タ
キ
シ
ラ
東
方
二

サ
ン
チ
l
型
の
塔
で
あ
る
。
イ

γ
ド
型

（
然
し
て
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
壊
は
同
じ
土
銀
頭
の
イ
ン
ド
型
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
異
る
も
の
を
も
っ
て

の
塔
は
こ
こ
止
り
で
あ
る
。

い
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
〉

然
し
て
、
前
述
の
如

く
、
法
華
経
や
摩
詞
僧

祇
律
・
五
分
律
の
如
き

( 30 ) 

「
高
さ
五
百
由
旬
縦
横

A 現存の塔

二
百
五
十
由
旬
」
、
「
高

一
由
延
面
広
半
由
延
」
、

「
従
広
半
由
旬
、
高
一

由
旬
」
の
2
対
1
の
細

長
い
も
の
を
列
記
す
る

とA
、
主
塔
が
現
存
す
る



も
の
0

1
、
タ
キ
シ
ラ

パ
ラ

l
塔

2
、
ガ

Y
F
l
ラ
現
存
せ
ざ
る
も
玄
業
時
代
に
存
在
し
た
シ
ヤ
ジ
キ
デ
リ

l
大
塔

ア
ド
プ
’

3
、

ス

ワ

ッ

ト

タ

l
ナ
の
塔
・
シ
ャ
ン
カ
ル
ダ
ル
塔
・
過
部
部
多
の
石
塔
ハ
現
存
〉

B
、
主
塔
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
現
存
の
奉
献
塔
の
あ
る
所

ー
、
タ
キ
シ
ラ
ジ
ャ
ウ
リ
ア

γ

（
自
問
各
色
吋
良
宏
国
立
巳
O
H
S
l
e

モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
ハ
同

ピ
ッ
パ
ラ

r、、
同

句

E
g
g－

s

目

u

－m件。∞∞σ
〉

2
、
ガ
ン
ダ

l
ラ

9
0円
有
国

8
5
9旦
O
O
Z
E－
同

g
g
g氏。ロ
O同

S
O
S
aロ
ω
宮
冨
〉

( 31 ) 

タ
フ
ト
・
イ
・
パ

l
イ
の
奉
献
塔

3
、
ス
ワ
ッ
ト

フ
ト
カ
ラ

プ
ト
カ
ラ

E

4
、
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ

γジ
孟
ラ
ラ
パ

l
ド
郊
外
ハ
ッ
ダ

ハ
イ
タ

l
パ

カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム

c、
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
し
て
は

ー
、
タ
キ
シ
ラ

従
地
涌
出
ハ
高
橋
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従
地
涌
出

（
高
橋
〉

品
紗
考
車
中
献
悠
図
示

1
B- 1 

・－ンノレカップ

. ？ナー ラ

B-3 
・シルカップ

B-2  

・カラ ワユノ

B-4 

・9フト〆ミイ ・ピツJミラ

．ジ十 マーノレガリ ー

・タフト ．イ．パーイ

・ロー リ十ソタンカ’イ

．プトカラ 阻

・ハイタ ーパ

. －＂£.－ラモラ ドウ

( 32 ) 

B-5 

・ジ十ウリアソ

．ハツグ



2
、
ガ

γ
ダ

l
ラ、

（

B
R
ω
V巳
同
亙
鴎

HVES
芯
〉
同
・
〉
Hω
－

krz・〉
H
0
・K
F
H
3

ダ
ル
マ
ラ

1
ジ
カ
〈
酒
鴎

M
M
E
S
S－

G

カ
ラ
ワ
ン

3
、
ス
ワ
ッ
ト

タ
フ
ト
・
イ
・
パ

l
イ、

ジ
ャ
マ

l
ル
ガ
リ
、

タ
レ

p
l

ハ
京
都
大
学
報
告
書
タ
レ
リ

l
〉

プ
ト
カ
ラ

E

ニ
モ
グ
ラ
ム

参考図示2
チャイトヤ堂

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

ス
ト
ヮ

I
パ
及
チ
ャ
イ
ト
ヤ
分
布
図
そ
の

品
2
・

ンヲ

。

( 33 ) 
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(A) 

←，ヘタ以vワlレ

ストゥーパ及チャイトヤ

分布図その 2

( 34 ) 
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更
に
こ
れ
ら
の
分
布
図
を
示
す
と
前
頁
の
そ
の
一
と
そ
の
こ
の
如
く
な
る
、

〈
地
図
上
の
名
前
の
次
の
番
号
は
参
考
図
1
、
2
の
塔
の

類
型
を
示
し
て
い
る
〉

か
く
、
私
が
長
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
て
来
た
遺
跡
か
ら
2
対
1
の
背
の
高
い
塔
は
タ
キ
シ
ラ
以
西
、
ガ
ン
ダ
l
ラ、

ス
ワ
ッ
ト
・
ア
フ

ガ
ユ
ス
タ
ン
、
即
ち
広
儀
の
ガ
ン
ダ
l
ラ
、
所
調
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
闘
の
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
は
ク
シ
ャ
ン
の
コ
イ
ン
で
も
分
る
よ
う
に
西
方
の
思
想
が
流
入
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
例
え
ば
カ
ユ
シ
カ
の
コ
イ
ン
の
約
三
分
の

こ
は
西
ア
ジ
ア
・
ベ
ル
シ
ャ
の
神
々
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
如
何
に
多
く
の
呉
邦
人
が
移
り
住
ん
で
い
た
か
が
わ
か
る
。

。

更
に
興
味
あ
る
こ
と
は
タ
キ
シ
ラ
の
シ
ル
カ
ッ
プ
か
ら
、
細
長
い
塔
と
チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ル
カ
ッ
プ
は

イ
ン
ド
グ
リ
l
ク
・
サ
カ
・
パ
ル
タ
イ
、
そ
し
て
ク
シ
ャ
ン
の
ク
ジ
ュ
ラ
カ
ド
フ
ィ

l
セ
ス
、

ヴ
ィ

l
マ
カ
ド
フ
ィ

l
セ
ス
ま
で
住
ん
だ

( 35 ) 

都
で
あ
る
。
カ
ユ
シ
カ
に
至
っ
て
シ
ル
ス
ク
に
移
っ
て
行
っ
た
。
然
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
ク
シ
ャ
ン
時
代
に
は
ギ
リ
シ
ャ
人
が
仏
教
寺

院
に
奉
献
し
た
碑
銘
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
建
造
物
や
遺
物
に
は
全
然
仏
像
は
も
と
よ
り
、
仏
教
に
関
す
る
図
柄
の
彫

刻
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
仏
教
芸
術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
は
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
体
は
そ
の
支
配
時
代
に
は
ど

う
や
ら
仏
教
に
関
心
を
持
た
ず
、
自
ら
の
神
々
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
わ
か
る
。

然
し
、
こ
の
シ
ル
カ
ッ
プ
の
町
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
次
の
サ
カ
時
代
の
層
は
全
然
別
の
様
相
を
呈
す
る
。
特
に
前
掲
現
存
奉
献
塔
の

B
3

の
加
く
ア
l
カ
ン
サ
ス
に
全
面
お
お
わ
れ
た
倒
れ
た
塔
が
出
土
し
て
い
た
り
、
二
重
の
塔

v
〈
前
掲
奉
献
塔
B
1
1〉
も
出
土
し
て
い
る
。

前
者
は
西
紀
前
三
十
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
っ
て
倒
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
サ
カ
は
西
紀
前
九
十
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
だ
か
ら
、

前
九
十
年
か
ら
前
三
十
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉



従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

こ
の
ア
l
カ
γ
サ
ス
の
彫
刻
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
の
然
も
こ
の
復
元

町

（

前

掲

議

官

1
2〉
そ
の
ま
ま
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
野
（
前
掲
奉

献
塔
の

B
2〉
シ
ル
カ
ッ
プ
か
ら
二
キ
ロ
南
東
の
カ
ラ
ワ

γ
か
ら
出
土
し

そ
の
塔
の
底
か
ら
H

サ
カ
の
一
三
四
年
u
、
即
ち
西
紀
七
七
年
に
比
定
さ

れ
る
年
の
銘
文
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、

シ
ル
カ
ッ
プ
の
サ
カ
の
塔
の
影

響
と
言
え
よ
う
。

然
も
、
更
に
興
味
あ
る
こ
と
は
、

シ
ル
カ
ッ
プ
の
ア
l
カ
ン
サ
ス
の
倒

れ
た
塔
の
す
ぐ
横
に
は
、
ア
プ
シ
ダ
ル
・
テ
ン
プ
ル
と
い
わ
れ
る
チ
ャ
イ

《四》

ト
ヤ
堂
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
ザ
カ
時
代
で
あ
る
。
所
調

前
方
後
円
の
建
物
で
あ
る
。
そ
の
後
方
の
門
型
の
建
物
の
部
分
に
ス
ト
ゥ

ー
パ
が
あ
っ
て
、
建
物
の
壁
に
か
こ
ま
れ
た
中
に
ス
ト
ク

l
パ
が
安
置
さ

れ
て
い
る
所
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
カ
は
こ
の
ガ
ン
ダ
I
ラ
を
支
配
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ

γ
ダ
ス
河

口
や
ナ
ル
マ
ダ
l
河
口
の
ブ
ロ
ー
チ
等
を
支
配
し
、
西
方
貿
易
に
よ
っ
て

永
く
栄
え
た
種
族
な
る
が
故
に
、
前
二
世
紀
頃
か
ら
、
盛
ん
に
造
立
さ
れ

て
い
た
西
南
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
は
熟
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
そ

の
窟
院
の
中
に
塔
を
入
れ
て
把
る
方
式
を
採
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

アプシダル・テγプル
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か
と
私
は
推
測
す
る
。

そ
の
サ
カ
と
窟
院
と
の
深
い
関
係
を
示
す
も
の
に
窟
院
へ
の
奉
献
碑
銘
が
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
ナ
シ
白
、
「
似
合

G
U仰
g
a
E
の
書
記
で

E
5
5の
住
民
た
る
〈

E昆
告
の
子

5
2
E
が
窟
と
水
槽
を
、
」

静
谷
目
録
七
四
七
に
は
水
槽
を
、
同
四
四
こ
で
は
、
ジ
ュ
ン
ナ
l
ル
に
、
「
サ
カ
人
の
優
婆
塞

K
F
E
Sロ
Bω
が
〈
包
巴
跨
仰
一
同

R
S官

植
林
地
二

O
O
－
一
パ
ル
タ
ナ
と
同
州

5
8ロ
g
E
の
稼
樹
（
〈
色
”
自
己
巴
植
林
地
九
二
バ
ル
タ
ナ
（
か
ら
生
ず
る
収
入
〉
が
同

gmFaE

の
ギ
ル
ト

3
0包
〉
に
投
資
さ
れ
：
：
：
」
と
。
同
じ
趣
旨
の
も
の
が
、
同
四
四
三
以
後
に
統
く
。

か
く
サ
カ
と
石
窟
寺
院
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
資
料
か
ら
す
る
と
、

サ
カ
族
が
タ
キ
シ
ラ
に
窟
院
形
式

の
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
持
ち
込
ん
だ
と
推
測
し
て
も
、
け
っ
し
て
不
自
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
窟
院
で
は
洞
窟
の
性
格
か
ら
、
窟
の
中
に
ス
ト

ク
1
．
ハ
を
彫
り
出
し
、
そ
の
塔
の
ま
わ
り
を
鏡
道
し
た
り
礼
拝
し
た
。
こ
の
窟
の
代
り
に
建
物
を
作
っ
て
、
そ
の
中
に
ス
ト
ク
l
パ
を
奉

( 37 ) 

安
し
た
。
こ
れ
が
チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
カ
の
時
代
に
塔
を
建
物
の
中
に
入
れ
た
り
、
塔
を
長
く
し
た
。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
に

突
き
当
る
。

マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
は
イ

γ
ド
の
伝
統
を
ひ
く
、

土
鰻
頭
形
式
の
塔
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

然
し
、

そ
の
大
き
さ
の
規
模
が
違

ぅ
。
山
を
も
思
わ
せ
る
程
巨
大
で
あ
る
と
感
ず
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
う
し
て
イ
ン
ド
の
形
式
を
ひ
く
土
鰻
頭
型
で
も
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
の
は
、
塔
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
た
り
、
そ
の
塔
の
ま
わ

り
に
仏
像
や
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
荘
厳
化
す
る
こ
と
と
、
然
も
叉
、
そ
の
塔
を
野
天
に
建
て
て
、
風
雨
に
さ
ら
す
に
忍
び
な
く
、

チ
ャ

イ
ト
ヤ
堂
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
心
情
と
け
っ
し
て
別
な
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
単
な
る
お
墓
で
あ
っ
た
ら
、
野
天
に
あ
っ
て

従
地
涌
出
〈
高
橋
〉
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も
い
い
だ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
よ
う
に
、
仏
塔
を
荘
厳
化
し
、
天
に
も
と
ど
く
、
後
世
の
ピ
ル
マ
や
タ
イ
の
仏
塔
の
よ
う
に
な
る
の
は
、

否
む
し
ろ
、

単
な
る
お
墓
と
し
て
で
は
な
く
、
仏
身
観
が
深
化
し
て
、
超
越
者
、
絶
対
者
と
い
う
考
え
方
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

サ
カ
を
は
じ
め
、
西
か
ら
来
た
民
族
、
特
に
ベ
ル
シ
ャ
系
の
民
族

イ
ン
ド
側
に
於
て
は
そ
こ
ま
で
深
化
発
展
し
な
く
と
も
、

の
考
え
方
で
は
王
を
超
越
者
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
イ
γ
ド
に
入
っ
て
来
た
か
ら
こ
そ
、
仏
教

に
帰
依
し
て
も
仏
を
人
間
と
し
て
よ
り
、
超
越
者
と
し
て
考
え
た
と
私
は
考
え
る
。

。

勿
も
、
仏
陀
観
が
変
り
、
仏
身
観
が
深
化
し
て
行
く
の
は
、
西

モヘンジョダロ： Asubatta樹聞の樹神

方
の
影
響
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
イ
ン
ド
に
は
イ
ン
ド
自
体
で

仏
身
観
を
深
化
す
る
基
盤
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

( 38 ) 

即
ち
、
も
と
も
と
は
仏
舎
利
を
収
め
た
釈
尊
の
噴
墓
は
追
憶
思

慕
の
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
て
、
そ
の
記
り
方
は
古
来
か
ら
あ
っ

た
聖
樹
・
夜
叉
信
仰
の
伝
統
に
従
っ
て
い
た
。
聖
樹
信
仰
と
は
そ

γ
ス
l
y
イ
γ
ド
の
大
地
の
神
、
豊
穣
の
神
と
し
て
の
「
大
地
の

生
命
力
」
の
表
現
で
、
そ
れ
の
発
現
と
し
て
の
巨
木
や
夫
々
の
種

族
に
関
係
あ
る
樹
を
ト
ー
テ
ム
樹
と
し
て
信
仰
し
、

叉
こ
れ
を

人
格
化
し
た
の
が
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク
シ

l

〈
夜
叉
〉
信
仰
と
な
っ

た。



古
く
は
モ
エ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
・
ハ
ラ
ッ
パ

l
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
樹
の
シ
l
ル
が
出
土
し
、
又
マ
ウ
リ
や
朝
以
前
の
古
代
打
刻
コ
イ
ン
に

樹
の
模
様
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
り
、
盛
満
な
女
性
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
が
沢
山
出
土
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
盛
穣
な
る
地
母
神
信
仰
の
あ
っ

展
す
る
の
で
あ
る
。

た
証
左
と
い
え
よ
う
。
こ
の
女
性
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
が
や
が
て
パ

l
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ヮ
l
ラ
の
「
樹
を
い
だ
く
豊
満
な
ヤ
ク
シ
l
」
に
発

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

も
と
か
ら
あ
っ
た
聖
樹
夜
叉
信
仰
の
伝
統
に
従
っ
て
釈
尊
の
舎
利
を
記
っ
た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
l
タ
カ
五
四
七
話
の
中
で
随
所
に
示
さ
れ

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

ノミーJレフット Cul Iakoka Devata 
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従
地
涌
出
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て
掃
き
清
め
、

五
指
量
の
香
を
供
養
し
、

例
え
ば
、
ジ
ャ

l
タ
カ
三

O
七
話
の
パ
ラ
l
サ
本
生
に
「
樹
の
根
本
を
平
ら
か
に
し
、
草
を
抜
き
、
ま
わ
り
に
垣
を
結
び
、
砂
を
ま
い

灯
火
を
点
じ
て
樹
の
ま
わ
り
を
右
績
」
四
七
九
話
迦
陵
本
生
に
は

花
環
香
薫
香
を
供
養
し
、

「
ハ
聖
樹
に
〉
諸
仏
の
勝
座
大
地
の
瞬
た
る
大
菩
提
座
を
認
め
、
王
の

n
サ
リ
l
サ
u
ば
か
り
の
広
さ
を
限
っ
て
兎
の
髪
程
の
草
も
生
え

て
居
ら
ず
、
銀
の
根
の
よ
う
に
真
白
く
、
輝
く
砂
が
一
面
に
撒
か
れ
で
あ
っ
た
。
然
も
そ
の
周
囲
一
面
に
は
雑
草
や
蔓
草
や
森
に
生
え
る

大
樹
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
い
て
、
恰
も
菩
提
座
の
方
を
向
い
て
い
お
と
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
表
現
は
五
三
七
話
マ
ハ
ス
タ
ソ
l

マ
ジ
ャ

l
タ
カ
に
も
あ
る
。

然
も
ス
ト
ゥ

1
パ
の
造
り
方
も
聖
樹
と
似
て

い
る
。
即
ち
、
四
七
九
話
の
「
長
老
阿
難
は
大

菩
提
樹
を
植
え
る
場
所
に
、
大
き
な
黄
金
の
麹

を
置
い
混
と
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
ス

ト
ク
l
パ
を
作
る
時
に
も
行
わ
れ
た
。

マハ

l

ハ
ン
ザ
（
二
九
｜
五
・
七
〉

（三

O
l二
乃
至

一
＝
己
に
、

「
ス
ト
ゥ
l
パ
を
建
て
る
中
央
に

水
を
満
し
た
金
銀
の
査
が
置
か
れ
た
」
と
番
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
菩
提
樹
と
ス
ト
ク

l
パ
の

構
造
が
ま
こ
と
に
似
て
居
り
、
否
む
し
ろ
聖
樹

信
仰
の
形
式
の
上
に
ス
ト
ク
パ
！
信
仰
が
出
来

〈デリー博蔵〉

( 40 ) 
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て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

型
樹
は
前
述
の
如
く
、
大
地
の
生
命
力
の
表
現
、
地
母
神
の
シ
ン
ボ
ル
な
る
が
故
に
、
こ
の
伝
統
の
上
に
ス
ト
h
y

－
－
ハ
が
出
来
叉
、
そ

の
信
仰
が
形
成
さ
れ
た
と
な
る
と
、

ス
ト
ク
l
パ
は
最
初
の
「
舎
利
安
置
所
」
、
追
憶
思
慕
の
も
の
か
ら
、
容
易
に
変
っ
て
行
く
の
は
そ

の
性
格
上
必
然
で
あ
る
。
人
間
釈
尊
の
舎
利
安
置
所
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
仏
身
観
は
変
化
し
て
、
我
々
を
し
て
、
か
く
あ
ら
し
め
る
超

越
者
、

ひ
い
て
救
済
者
に
変
容
し
て
行
く
筈
で
あ
る
。

か
か
る
が
故
に
、

最
初
は
単
な
る
土
鰻
頭
で
あ
っ
た
ス
ト
ク

l
パ
が
、

ま
ず
基
檀
が
も
う
け
ら
れ
、

更
に
こ
れ
も
何
重
に
も
重
ね
ら

れ
、
塔
身
自
体
も
最
初
は
泥
の
伏
鉢
体
で
あ
っ
た
も
の
が
、
石
で
積
み
あ
げ
、
更
に
そ
の
上
を
シ
ッ
ク
イ
で
仕
上
げ
る
等
、
美
し
く
な
っ

て
行
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
パ
イ
シ
ャ
リ
ー
や
プ
ト
カ
ラ
の
発
掘
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
何
重
に
も
同
心
円
的
に
増
巾
さ
れ
拡
大
さ
れ

円却》

て
行
っ
た
。
タ
キ
シ
ラ
の
ク
ナ
l
ラ
の
塔
の
、
こ
わ
れ
た
大
塔
の
中
か
ら
美
し
い
小
塔
が
顔
を
出
し
て
い
る
如
き
、
沢
山
の
塔
中
塔
は
、

こ
の
荘
厳
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
て
来
る
と
、
仏
身
観
も
ど
ん
ど
ん
深
化
し
、
逆
に
又
仏
身
観
が
深
化
す
れ
ば

( 41 ) 

塔
も
荘
麗
化
さ
れ
よ
う
。
か
く
、
塔
と
思
想
が
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、

お
互
い
を
深
化
発
展
せ
し
め
て
行
く
。
こ
の
最
た
る
も
の
が
、

ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

チ
ャ
リ
カ
ル
郊
外
の
ト
l
プ
ダ
ラ
l
大
塔
だ
と
思
っ
て
い
る
。
何
重
も
の
基
檀
そ
し
て
塔
身
自
体
に
ま
で
仏
像
や
彫
刻

に
お
お
わ
れ
て
来
る
と
、
こ
れ
ら
は
舎
利
塔
だ
け
で
は
な
く
、

一
大
マ
ン
ダ
ラ
の
表
現
と
思
わ
れ
て
来
る
。
こ
う
な
っ
て
来
る
と
、
大
字

宙
の
生
命
、
我
々
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
る
縁
起
の
総
体
、
八
千
煩
般
若
経
の
い
う
「
般
若
波
羅
蜜
多
は
仏
母
で
あ
る
」
と
い
う
、
仏
を

ダ
ル
守

仏
た
ら
し
め
る
そ
の
根
本
、
法
華
経
の
n
法
H

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
来
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
塔
の
荘
麗
化
と
規
を
一
に
す
る
の
が
、

チ
ャ
イ
ト
ヤ
の
成
立
で
あ
る
。
単
な
る
墓
な
ら
ば
ス
ト
h
y

－
－
ハ
は
野
天
に
置
い

て
も
い
い
。
雨
露
に
さ
ら
す
に
忍
び
な
い
か
ら
、
屋
内
に
安
置
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
も
究
極
の
所
、
仏
舎
利
を
安
置
す
る
立

従
地
涌
出
ハ
高
橋
）



従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

同

U
M

，FL
V
守

場
に
止
ら
ず
、
法
華
経
の
「
舎
利
を
安
ず
べ
か
ら
ず
、
所
以
は
い
か
ん
、
こ
の
中
に
は
己
に
如
来
の
全
身
い
ま
せ
ば
な
り
い
の
「
法
」
を

収
め
る
も
の
、
否
法
そ
の
も
の
と
い
う
立
場
に
昇
化
す
る
。
従
っ
て
般
若
経
の

め
、
花
香
を
供
養
：
：
：
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
法
こ
そ
何
回
か
述
べ
て
来
た
如
く
、
我
々
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
る
大
宇
宙
の
理

「
般
若
波
羅
蜜
多
ハ
知
慈
の
完
成
〉

を
書
物
に
し
て
収

法
、
そ
れ
を
人
格
化
し
た
も
の
が
久
遠
の
本
仏
で
あ
り
、
阿
弥
陀
の
一
仏
乗
で
あ
る
。

故
に
、
仏
塔
を
高
く
商
く
、
叉
荘
臨
化
す
る
こ
と
と
、
塔
を
チ
ャ
イ
ト
ヤ
に
収
め
る
こ
と
と
は
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
共
に
「
舎
利
」

か
ら
「
法
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

然
し
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
イ
ン
ド
サ
イ
ド
の
塔
は
、

サ
γ
チ
ー
の
よ
う
な
荘
麗
化
し
た
塔
で
も
伝
統
に
従
っ
て
土
銀
頭

形
式
を
脱
し
て
い
な
い
。
勿
も
、
イ
ン
ド
側
で
も
背
の
高
い
塔
は
な
く
は
な
い
。
プ
ダ
ガ
ヤ
の
大
塔
や
、

ザ
ル
ナ
l
ト
の
ダ
メ
l
ク
塔
の

よ
う
に
。
然
し
、
こ
れ
ら
は
後
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
扱
う
こ
と
と
関
係
は
な
い
が
、
前
述
の
ピ
ル
マ
や
タ
イ
で
後
世
あ
の
よ
う

( 42 ) 

に
天
に
も
と
ど
く
よ
う
な
、
塔
を
建
て
て
来
る
の
と
規
を
一
に
し
て
、
仏
を
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
超
越
者
救
者
と
考
え
る
考
え
方
が

出
て
来
た
故
で
あ
ろ
う
。

。

前
述
の
如
く
、
後
世
は
と
に
か
く
、

イ
ン
ド
側
の
塔
は
土
鰻
頭
形
式
で
、

タ
キ
シ
ラ
以
西
は
背
の
高
い
塔
が
出
来
、
叉
チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂

が
出
来
て
来
た
こ
と
は
綾
々
説
明
し
て
来
た
。

こ
の
背
の
高
く
な
る
塔
に
つ
い
て
、

一
応
仏
像
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
仏
像
や
彫
刻
〈
仏
伝
・
ジ
ャ
I
タ
カ
〉
を
安
置
す
ベ

く
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
獲
保
す
る
為
、
塔
は
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
て
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
無
仏
像
時
代
の
ア
ジ
ャ

γ
タ

石
窟
第
九
・
十
窟
ハ
前
一
世
紀
〉
の
塔
に
対
し
て
、
十
九
窟
（
五
・
六
世
紀
〉
の
仏
像
を
も
っ
た
塔
が
非
常
に
塔
が
高
く
な
っ
て
い
る
か



従
地
漏
出
〈
尚
総
〉

ら
で
あ
る
。

然
し
弘
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
な
ぜ
背
・
を
向
く
せ
ざ
る
を

創
刊
な
か
っ
た
か
、
又
以
を
そ
の
中
に
収
め
る
チ
ャ
イ
ト
ヤ
設
が
出
来
て
来

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
底
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
品
川
の
向
い
wmや
チ
ャ
イ
ト
ヤ
の
分
布
闘
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

れ
が
西
北
イ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
や
サ
カ
パ
ル
タ
イ
、
そ
し
て
タ
シ
ヤ
l
ン

の
支
配
し
た
土
地
で
な
ぜ
起
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
こ
の
こ
と
が
注

M
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

弘
は
こ
の
ヒ
ン

ト
を
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
核
で
考
え
る
。
即
ち
、
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イ
ン
ド

の
土
飽
頭
式
の
絡
は
、
こ
の
タ
キ
シ
ラ
東
方
二
十
キ
ロ
の
燃
や
、

タ
キ
シ

ラ
の
ダ
ル
マ
ラ
l
ジ
カ
の
大
wmが
酋
践
で
あ
る
。
然
も
、
こ
の
マ
ン
キ
ャ

ラ
の
大
椛
が
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

小
山
を
思
わ
せ
る
巨
大
な
塔
、

写
真
左
隅
で
草
を
と
る
人
と
比
べ
て
も
ら

い
た
い
。
同
じ
土
飽
顕
式
な
が
ら
基
附
引
を
入
れ
る
と
前
径
五
十
メ
ー
ト
ル

に
も
述
し
よ
う
と
す
る
こ
の
勝
、
こ
れ
こ
そ
広
を
高
く
し
、
又
塔
を
チ
ャ

イ
ト
ヤ
の
内
に
入
れ
る
。

「仏
を
超
越
者
と
し
て
考
え
る
」
思
考
の
表
現

で
は
な
か
ろ
う
か
。



従
地
涌
出
〈
高
橋
〉

特
に
前
述
の
如
く
、

シ
ル
カ
ッ
プ
に
於
け
る
最
初
の
二
重
の
屋
根
の
細
長
い
塔
や
、

チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂
が
、
異
邦
人
た
る
サ
カ
族
の
支
配
時
代
に
現
れ
た
と
い
う
事
実
に
注
目

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

人
間
釈
迦
の
イ
ン
ド
的
考
え
方
に
対
し

こ
れ
こ
そ
、

て
、
超
越
者
と
し
て
の
釈
迦
を
考
え
た
証
拠
で
あ
る
と
思
う
。
彼
等
は
こ
う
し
た
思
考

を
も
っ
た
民
族
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
イ

γ
ド
に
入
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
サ
カ
は
、
中
央
ア
ジ
ヤ
の
カ
ス
ピ
海
か
ら
、
黒
海
あ
た
り
ま
で
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
草
原
の
遊
牧
民
ス
キ
タ
イ
で
あ
る
。
彼
等
は
ベ
ル
シ
ャ
系
の
民
族
で
あ
り
、

ベ
ル
シ
ャ
の
文
化
を
十
分
身
に
つ
け
て
い
た
。
従
っ
て
彼
等
の
も
つ
「
神
観
」
は
ベ
ル

シ
ャ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
等
に
と
っ
て
王
は
神
の
代
理
、
神
の
意
を
う
け
て

政
治
を
行
う
も
の
、
否
、
こ
の
世
の
神
と
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼

等
は
王
の
墓
を
小
山
の
よ
う
に
土
を
も
り
上
げ
て
巨
大
な
墓
を
作
っ
た
。
こ
の
墓
が
何

十
何
百
と
中
央
ア
ジ
ヤ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
匂
即
ち
全
体
の
王
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

の
王
の
も
こ
の
よ
う
な
墓
を
作
っ
て
い
る
。
王
を
超
越
者
と
考
え
る
考
え
方
を
も
っ
て

い
た
証
明
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
叉
ク
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
。
カ
ニ
シ
カ
王

が
神
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
ス
ル
フ
コ
タ
ル
の
神
殿
か
ら
明
白
で
あ
り
、
又
コ
イ

y
に
刻
さ
れ
た
カ
ユ
シ
カ
王
の
肩
か
ら
火
焔
が
た
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
わ
か

る
。
共
に
ベ
ル
シ
ャ
的
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
種
族
が
ギ
リ
シ
ャ
民
族
に

ソ連黒海東岸
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続
い
て
西
北
イ
γ
ド
に
入
っ
て
来
た
。
そ
し
て
特
に
こ
の
サ
カ
民
族
の
住
ん
で
い
た
「
地
層
」
か
ら
仏
教
的
な
色
彩
を
も
っ
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
（
仏
像
は
ク
シ
ャ
ン
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
）
。
前
述
の
如
く
そ
れ
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
層
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か

ら

サ
カ
は
仏
教
に
関
心
を
も
ち
、

仏
教
に
帰
依
し
た
最
初
の
呉
邦
人
と
い
え
る
。

こ
の
呉
邦
人
の
残
し
た
も
の
が
二
重
の
仏
塔
で
あ

り
、
仏
塔
を
家
の
中
に
収
め
た
チ
ャ
イ
ト
ヤ
堂
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
釈
尊
を
単
な
る
師
、
仏
教
の
開
祖
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
超
越
者
と
し
て
考
え
る
聖
樹
信
仰
の
イ
γ
ド
在
来
の
地
母
神
的
思
考
を
刺
戟
し
て
、

「
仏
身
観
」
の
深
化
に
拍
車
を
か
け
て
行
っ
た

の
だ
と
私
は
考
え
る
。
先
述
の
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
仏
塔
は
イ
ン
ド
式
仏
塔
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
外
来
の
刺
戟
に
よ

っ
て
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
に
増
巾
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。

。

か
く
私
は
従
地
涌
出
の
背
の
高
い
塔
や
チ
ャ
イ
ト
ヤ
が
タ
キ
シ
ラ
か
ら
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ン
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
来
た
。

( 45 ) 

仏
教
は
イ
ン
ド
で
起
り
発
達
し
て
行
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
イ
ン
ド
の
中
だ
け
で
発
展
し
て
行
っ
た
な
ら
、
教
儀
の
自
己
発
展
、
論
理
の

ダ
ル
守

自
己
転
回
で
、
そ
れ
は
或
る
称
度
の
深
い
論
理
に
は
達
し
得
て
も
、
果
し
て
般
若
経
阿
弥
陀
経
、
そ
し
て
法
華
経
等
の
H

法
u

H

一
乗
思

想
u
そ
し
て
H
超
越
者
と
し
て
の
仏
陀
u
、
H

仏
の
哲
願
u
等
の
思
想
が
果
し
て
起
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
又
外
来
の
刺
戟
な
し
に
大
乗

の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ガ
ン
ダ
l
ラ
や
西
北
イ
γ
ド
を
中
心
と
し
た
地
域
、
異
邦
人
の
共
住
し
た
こ
の
地
域
で
大
乗
仏
教
が
起
っ
た
と
い
う
事
実
は
注
目
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
彼
等
の
も
っ
て
入
っ
て
来
た
世
界
観
、
神
観
等
が
、
仏
身
論
を
は
じ
め
と
し
て
仏
教
に
影
響
と
ま
で
は
行
か
な

く
と
も
大
き
な
刺
戟
と
な
っ
て
、
仏
教
自
体
の
論
理
の
自
己
展
開
を
促
し
た
も
の
だ
と
私
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
如
く
大
乗
仏

教
は
イ
ン
ド
の
内
部
で
は
な
く
西
北
イ
γ
ド
で
起
っ
た
か
ら
。

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉



従
地
涌
出
（
高
橋
〉

特
に
注
目
さ
る
べ
き
は
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
東
西
交
易
を
一
手
に
握
っ
た
ク
シ
ャ
ン
王
国
。
そ
の
財
力
を
も
っ
て
、
塔
や
僧
院
を

奉
献
し
、
ガ

γ
ヂ

l
ラ
の
山
野
は
荘
麗
な
仏
寺
で
う
ま
っ
た
。
然
し
そ
の
一
方
で
、

「
信
」
と
う
心
の
重
視
の
傾
向
を
生
ん
だ
こ
と
が
、

前
述
の
「
一
団
泥
」
の
経
文
の
文
字
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

然
も
、
こ
の
ガ

γ
ダ

1
ラ
の
地
で
、
イ

γ
ド
と
ペ
ル
シ
ヤ
の
文
化
が
融
合
し
、
仏
教
を
一
層
深
化
せ
し
め
て
行
っ
た
。

「
従
地
涌
出
の

塔
」
こ
そ
そ
の
一
つ
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
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ハ部）猶
こ
の
論
文
作
製
に
当
っ
て
ラ
ホ
1
ル
博
物
館
長
ダ
ル
博
士
、
東
京
オ
リ
エ

γ
ト
博
物
館
田
辺
勝
美
氏
に
示
唆
に
富
む
資
料
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
ま
わ

っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。
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